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Co-programでは、カテゴリーA（公演事業）・カテゴリーB（展覧会事業）・カテゴリーC
（リサーチ、レクチャー、ワークショップ等）・カテゴリーD（舞台芸術の分野で発表のみ支援）

の４つの枠でアーティストからプランを募集し、京都芸術センターが提案者と共同
で実施しています。カテゴリーA・B・Dがそれぞれ作品の発表に重きを置いている
のに対し、カテゴリーCは、創作や発表を前提とせず、アーティスト自身の興味や
問題に時間をかけて向き合うことで、創作活動における新たな視点や手法を探る
プログラムです。今年度取り組む5組のアーティストとの「共同実験」をご紹介します。

増田美佳によるワークショップ「m
ミマカル

imacul」では、公募で
集まったメンバーで、書くことと身体に関するワークを
行い、書く／読む／読まれることを経験しながら、それ
ぞれの身体が持つ文体を探ります。増田はダンサー、
俳優として活動しながら、文筆家・嵯峨実果子としてコ
ラムを連載するなど多彩な活動を展開し、言葉と身体
の間を行き来しつつ双方向から現在形の身体のあり方を探求して
います。身体表現をベースとする増田のナビゲーションによって、た
だ書くだけでなく、個 の々身体が紡ぐ文体を探りながら、様 な々角
度から言葉へ手を伸ばしていきます。半年間のワークショップを経
て、参加者との共著による小冊子の発行を目指します。

劇作家・演出家の柳生二千翔は、プロジェクト「まばたきの季節」で、四
季に合わせて一週間ずつ、計4回京都に滞在し、戯曲を執筆します。
近年、演出家がいかようにも上演方法を想起できる「余白」のある戯
曲に取り組む柳生ですが、今回の作品では、従来の戯曲の体裁や構
成にとらわれずに書きたいと話します。初回となる8月の滞在では、伝
統芸能の鑑賞や、様 な々ジャンルのアーティストとの出会いを通じ、そ
こで目にするまばたきのような一瞬の時を戯曲に描くことを試みます。
秋、冬、春の滞在では、先の滞在で執筆した戯曲のリーディングや座
談会を行い、描き方を模索しながら戯曲の完成を目指します。

現代美術作家の池田剛介と美学や庭園
史を専門とする山内朋樹が、先駆的な造
園を多く手掛けた7代目植治、小川治兵衞
作の庭をリサーチします。植治の庭と京都
の近代化の関係に興味を持ったという
池田、研究活動と並行して自身も庭師とし

て活躍する山内。本プロジェクトでは、一般の参加者を募
集し、秋以降、3回の対話型フィールドワークを予定してい
ます。植治の庭を構成する多種多様な要素を実際に見な
がら、対話を通じて新たな鑑賞の仕方を模索します。

メディアテクノロジーをベースに作品を制作してきた渡
邉朋也は、コンピューターの情報量の単位である「ビッ
ト」に注目し、グループリサーチを提案。1バイトの情報
量とは、8桁の2進数8ビットで表すことができます。本
リサーチで渡邉は、京都という都市の中において、こ
の8ビットの情報を記録できる媒体を、参加者と一緒に

数多く見つけ出そうと試みます。例えば、スーパーで見かける8粒入
りのガムなどがこれに該当するのです。このように身近なところに存
在する8ビットについて、スーパーから世界遺産まで探索範囲を拡張
しながら、都市へ言語パターンを埋め込む可能性を探ります。情報
伝達の無限のポテンシャルについて、一緒に考えてみませんか。

演出家・民俗芸能アーカイバーとして活動する武田
の約5ヶ月にわたる「日常との憑依」のリサーチがス
タートしました。街の人々の日常の振る舞いを「民俗芸能」のよう
に捉え観察し、その振る舞いを意識的に演じることで、現代社会
の見つめ直しを試みます。6月に実施したワークショップでは、あ
る集落に古くから伝わる民俗芸能が、日常の振る舞いからどう発
展したと考えられるのかを紹介した後、参加者と共に京都の繁華
街を歩く人々の振る舞いを観察しました。7月以降も時間や場所
を変えて人々の振る舞いを探し、それらを自身の身体に取り入れ
て表現する段階へと進めていきます。
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Co-programカテゴリーCは上演や作品発表を前提とするものでは

ありませんが、アーティストの日々の活動から生じた興味や疑問を

追求するという性質上、彼らの創作の根源に向き合うことになるで

しょう。リサーチの結果そのものだけでなく、プロジェクトを通じて

アーティストが何を考え、今後の活動にどう繋げていくのか、彼ら

の挑戦にご期待ください。

奥村麻衣子（アートコーディネーター）

リサーチに向けて
その土地に生きる「知恵」が連綿と何世代にもわたって重ねられてき

た民俗芸能。その多くが社会構造の変化から継続困難な状況にあり

ます。現代を生きるわたしたちに民俗芸能はもはや無用の長物なの

でしょうか？ このプログラムでは現代にも伝わる民俗芸能の在り方を

リサーチしながら、京都という都市に紐付いた「振る舞い」を民俗芸能

と仮定して探します。その振る舞い／民俗芸能に意識を置くことは、

現代の閉塞感から解放されるひとつの手段となるかもしれません。

武田 力

武田力
「日常との憑依－振る舞いに隠された『わたしたち』－」
リサーチ&ワークショップ
日時： 7月7日（土）13:00－15:00、16日（月・祝）10:30－12:30
会場： 和室「明倫」
料金：無料
定員：10名（要事前申込）

※動きやすい服装でお越しください ※1回のみの参加も可
※イベント情報（P2）もご覧ください

その他のプロジェクトのリサーチ参加者募集情報は、
ウェブサイトで発表します。

主催：武田力、京都芸術センター
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柳生 二千翔

柳生企画『ひたむきな星屑』 　撮影：三浦雨林

武田力　撮影：藤原ちから

渡
邉 

朋
也

渡邉朋也《“Hello” from or for supermarkets》（2017）
撮影：山中慎太郎（Qsyum!）

増田美佳『乾いた部屋』　撮影：田添幹男

山内朋樹作庭「鹿と子の庭」
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事
前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

『Tips』展
会期：	6月1日（金）－7月16日（月・祝）

	 10:00－20:00
※7月14日－16日は祇園祭のため17:00閉館
※入場無料

会場：	ギャラリー北・南
出展：	池田剛介、熊谷卓哉、小松千倫、三野新、

宮坂直樹

［関連企画］レクチャー
日時：	6月23日（土）16:00－18:00
会場：	ミーティングルーム2
講師：	髙濱史子（建築家）

※入場無料・事前申込不要

主催：	宮坂直樹、京都芸術センター

FOCUS#1『キウチ芸術センター展』
京都を拠点に活動を続ける木内貴志による、

「センター／中心」をテーマとした個展。
会期：7月27日（金）－9月9日（日）

	 10:00－20:00
※8月14日－16日は施設点検のため臨時休館
※入場無料

会場：ギャラリー北・南
出展：	木内貴志

［関連企画］

ギャラリーツアー
日時：	7月28日（土）17:00－18:00
集合：	ギャラリー南
※無料・事前申込不要

オープニングパーティー「木内貴志を囲む会」
日時：	7月28日（土）18:00－19:00
会場：	ミーティングルーム2
※入場無料・事前申込不要

ワークショップ「キウチ芸術センター模試」
日時：	8月9日（木）13:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：無料
定員：	15名（要事前申込）

対象：現代美術に興味がある中学生以上の方
持物：鉛筆・消しゴム

トークイベント
「『現代アート』という言い方が嫌いだ！」
日時：	9月8日（土）14:00－16:30
会場：	ミーティングルーム2
登壇：木内貴志（出展作家）、斉と公平太（現代

美術作家）

※入場無料・事前申込不要

伝統

トラディショナル・シアター・トレーニング
2018成果発表会
国内外からの参加者が第一線で活躍する講師
の下で、能・狂言・日本舞踊の集中稽古を行うト
ラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）。
発表会では3週間の成果を披露します。
日時：	8月10日（金）開場15:30 開演16:00
会場：	大江能楽堂（中京区）

出演：	T.T.T.2018参加者、T.T.T.2018講師
※入場無料・事前申込不要

音楽

第37回ペトロフピアノ・コンサート
『ピアノ来校100年記念 音楽の花束』
日時：	6月29日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演：	大井千世（ピアノ）

プログラム：ショパン「舟歌」、ドビュッシー「月
の光」、リスト「ラ・カンパネラ」 ほか

料金：	1,000円（前売・当日共）

主催：	明倫ペトロフの会、京都芸術センター

演劇

KAC Performing Arts Program 2018
/ Contemporary Theater

「Re-search & Re-direction：
かかわりの技法」

シンポジウム「しらべの演技・演出のしらべ」
日時：	7月1日（日）16:00－19:30
会場：	講堂
登壇：	山口惠子（BRDG）、川那辺香乃（BRDG）、

小嶋一郎（250km圏内）、萩原雄太（かも

めマシーン）、石神夏希（ぺピン結構設計）、
久保田テツ（NPO remo［記録と表現とメ

ディアのための組織］）

定員：	100名
※入場無料・要事前申込

［関連上演］

かもめマシーン『俺が代』
日時：	6月30日（土）開演19:00

250km圏内『地震の話』『暴想』
日時：	7月1日（日）開演14:00

会場：	フリースペース
料金：	前売各2,000円／当日各2,500円
	 2演目セット券3,000円
	 U18 各500円（前売・当日共）

定員：	各60名

武田力「日常との憑依
－振る舞いに隠された『わたしたち』－」
リサーチ&ワークショップ
日時：7月7日（土）13:00－15:00
	 16日（月・祝）10:30－12:30
会場：	和室「明倫」
料金：	無料
定員：	各10名（要事前申込）

※動きやすい服装でお越しください
※2日間通し参加が望ましいですが、1回のみの参加も可
主催：武田力、京都芸術センター
※Topic01（P1）もご覧ください

ダンス

KAC Performing Arts Program 2018 
/ Contemporary Dance
フィリップ・ドゥクフレ ダンスワークショップ
フランスのダンサー・振付家フィリップ・ドゥクフレを講師
として招き、３日間のダンスワークショップを開催します。
日時：	7月10日（火）－12日（木）13:00-18:00
会場：	講堂
講師：	フィリップ・ドゥクフレ、ジュリアン・フェ

ランティ、ヴィオレット・ワンティ
料金：	（3日連続）一般10,000円／学生8,000円
	 （1日単発）一般4,000円／学生3,000円
定員：	30名
		  ※3日連続受講の方優先
		  ※応募多数の場合選考を行います
締切：	７月1日（日）

※Topic02(P4)もご覧ください

ライブラリー

「あの人の、おすすめ本」
京都芸術センターに縁のあるあの人、この
人からのおすすめ本をコメントとともにご紹
介します。今回は京都芸術センター元アート
コーディネーターで、現在はアートエリアB1
事業担当をされている清澤暁子さんです。
日時：	7月1日（日）－9月27日（木）10:00－20:00

※休室日：7月14日－16日、31日、8月14日－16日、31日
会場：	図書室

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ。（参加無料）

シアターリミテ「言葉のリズムがカラダに
効く－響き合う群読制作編－」
ココロに届く表現を即興で群読テキストに作
り替えて、一つの上演作品としてみんなで完
成を目指します。

日時：	７月１日（日）10:30－12:30
会場：	制作室11
定員：	10名
対象：	中学生以上
持物：	筆記用具、飲み物、タオル
※動きやすい服装でお越しください

MuDA「MuDA整体と運動」
ハイパーパフォーマンスグループ「MuDA」の
超整体術、循環運動の基礎編を伝授します。
日時：	7月7日（土）19:00－20:30
会場：	制作室6
定員：	10名
持物：	飲み物
※動きやすい服装でお越しください

したため
「言葉にふりまわされてどんなところへ」
一風変わったテキストを、声と身体を使って
読んでみます。
日時：	7月9日（月）19:00－21:00
会場：	制作室８
定員：	5名
対象：	言葉に関心のある方（舞台経験等は不問）

持物：	飲み物
※動きやすい服装でお越しください

劇団飛び道具「劇をつくる」
短い会話劇のテキストを用意し、演じます。
日時：	7月22日（日）10:30－12:30
会場：	制作室10
定員：	15名
※動きやすい服装でお越しください

コンブリ団
「近代文学を演劇に立体化してみる。」
近代文学のテキストの一部を声に出して読ん
で、実際に動きをつけ演じてみます。
日時：	7月22日（日）15:00－17:00
会場：	制作室４
定員：	10名
対象：	16歳以上
※動きやすい服装でお越しください

京都造形芸術大学舞台芸術研究センター

①「舞台制作の秘密」
舞台公演を作り上げていく仕事の秘密をレク
チャーします。
日時：	7月28日（土）18:00－21:00
会場：	制作室6
対象：	舞台制作に関心のある方
定員：	20名
講師：	小林みほ（KUNIO）、加藤仲葉（ままごと）、

井出亮（京都造形芸術大学舞台芸術研究

センター プロデューサー）

②「舞台を創るって？ レポート隊になって
稽古場へ潜入しよう！」
京都芸術劇場春秋座で開催される、演じるシ
ニア2018「レジェンド・オブ・ＬＩＶＥ Ⅱ」の、演出
家や出演者にインタビューします。
※公演特設ウェブサイトに取材していただいたレ

ポートを掲載します。参加者は8/25（土）・26（日）

の公演本番にご招待します。
日時：	7月29日（日）14:00－17:00
会場：	制作室6
対象：	小学校1年生－高校生
定員：	7名
講師：	杉原邦生（KUNIO主宰・演出家・美術家） ほか

申込：京都造形芸術大学舞台芸術研究センター 
※②のみ

　WEB：https://www.enjiru-senior.com/
※申込受付期間：7月6日（金）－25日（水）

制作支援事業

正直者の会
『耳で楽しむ古事記（ふることふみ）
〈上巻〉連続上演』
世界の始まりから初代天皇登場まで。日本の
神話、一挙上演。古事記上巻の朗読です。
日時：	7月2日（月）－5日（木）19:00
	 7日（土）14:00

8日（日）12:00／15:00／18:00
会場：	カフェギャラリーときじく
料金：	一般2,000円（前売・当日共）

	 小学生500円（前売・当日共）

問合せ：カフェギャラリーときじく（下京区）

　TEL：075-748-1506　　　　　　
　E-mail：contact@kyoto-tokijiku.com

ヨーロッパ企画 20周年ツアー 『サマータイム
マシン・ワンスモア』栗東プレビュー公演
ヨーロッパ企画の代表作「サマータイムマシン・
ブルース」の15年後を描く続編。
日時：	7月28日（土）15:00 
会場：	栗東芸術文化会館さきら中ホール
	 (滋賀県栗東市) 

料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生前売1,500円／当日1,800円
問合せ：栗東芸術文化会館さきら

TEL：077-551-1455
（9:00−22:00 月曜休館・祝日は開館）　

伝統芸能文化創生プロジェクト
「伝統芸能文化復元・活性化共同
プログラム」
募集する事業：

①伝統芸能文化の保存、継承、普及、
活用のために必要な取組

②継承に関して緊急性・必要性が高
く、関係機関の協力が必要な取組

対象者：研究者及びコーディネーター、
実演家、職人、地域の文化を保
存する方 な々ど

締切：	7月10日（火）17時〔必着〕
※共同プログラムとして実施する金額の上

限額は、1件当たり100万円／年です。
※詳しくは募集案内又はウェブサイト[www.

traditional-arts.org/]をご確認ください。
主催・問合せ：伝統芸能アーカイブ＆リサー

チオフィス（京都市、京都芸術センター）
　TEL ：075-255-9600
　E-mail：taro@kac.or.jp

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭2018
フェスティバルの運営を支えるボランティ
アと短期インターンシップを募集します。
芸術祭開催期間：10月6日（土）－28日（日）

［1］ボランティア募集
舞台芸術やボランティアの経験がなくて
も参加可能。
活動期間：9月上旬〜10月下旬
対象：	上記期間に3回以上参加可能な方

［2］短期インターンシップ募集
劇場などの現場で専門スタッフの指示
のもと活動する短期集中型研修。
活動期間：9月上旬～10月末
対象：	上記期間に7日以上参加可能な方

締切：8月13日（月）〔必着〕

【事前説明会】
今年の開催概要や、ボランティア及び短
期インターンシップの活動内容をご説明
します。
①日時：7月20日（金）14:00
　会場：ロームシアター京都（左京区）
②日時：7月26日（木）18:30
　会場：京都芸術センター
③日時：8月4日（土）14:00
　会場：中京青少年活動センター（中京区）
※入場無料・要事前予約

問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839（平日11:00－19:00）
　WEB：https://kyoto-ex.jp
※応募方法等、詳細は公式ウェブサイトにて

ご確認ください

アーティスト・イン・レジデンスプロ
グラム2019
ビジュアル・アーツ部門募集
滞在期間：2019年4月1日（月）

－2020年3月31日（火）（3ヶ月以内）
応募資格：
・	ビジュアル・アーツ分野の新進芸術家

または研究者で、京都に滞在し制作・
調査研究などを行う理由が明確な方。
国籍不問。

支援内容：
・	滞在期間中（3ヶ月以内）の宿泊場所の提供
・	制作場所の提供
・	居住地から関西国際空港または大阪

国際空港までの往復航空券
・	制作費として1件につき（個人・グループ

問わず）10万円（内税）の補助
・	広報協力
・	アートコーディネーターによるサポート
締切：	6月30日（土）〔必着〕

夏休み芸術体験教室参加者募集
日時：	

①邦楽（箏・尺八）：7月22日（日）、28日
（土）、29日（日）、8月4日（土）、5日（日）
〔計5回〕 ※8月11日（土・祝）に発表会
※楽器、箏の爪は貸し出します

②邦舞：7月28日（土）、29日（日）、8月
4日（土）、5日（日）〔計４回〕
※8月11日（土・祝）に発表会〔8月10日
（金）にリハーサル〕

※浴衣・足袋をご持参ください
③能楽1（仕舞）：7月24日（火）、25日
（水）、26日（木）、31日（火）、8月1日
（水）〔計5回〕 ※8月2日（木）に発表会

④能楽2（笛・小鼓・大鼓・太鼓）：7月24
日（火）、25日（水）、26日（木）、31日

（火）、8月1日（水）〔計5回〕
※8月2日（木）に発表会

　いずれの教室も時間は10:30－12:00
募集対象：

①小学4年生－高校3年生
②③④小学1年生－中学3年生（ただし

④の笛は小学4年生以上）
会場：	京都芸術センター 
	 大江能楽堂 ※③④の発表会
料金：	無料
定員：	①20名・②20名・③25名・④各12名
申込：	ウェブサイト又は往復はがきに希

望の教室・住所・氏名・ふりがな・学
校名・学年・電話番号・保護者名を
記入の上、京都芸術センター「夏休
み芸術体験教室」担当まで。
※①、④は希望楽器を第2希望まで、

②は身長を必ず記入すること。な
お、全日程参加できる方に限りま
す。応募多数の場合は抽選

締切：	7月4日（水）〔必着〕

第251回市民狂言会
夏休みにご家族でお楽しみいただける
特別編。初めて狂言を鑑賞される方にも
オススメの内容です！
日時：	8月22日（水）開場13:30 開演14:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	鬼瓦、悪坊、寝音曲、首引
出演：	茂山千作、七五三、あきら、千五郎、

茂、童司、忠三郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
	 高校生以下500円（前売・当日共）
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：484-648）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

主催：	京都市

Cosmo Projekt 2018
『Zeitgenössische Musik
－ゲンダイの打楽器オンガクvol.2－』
Co-programカテゴリーD（KACセレクショ
ン）採択企画。21世紀に書かれた作品を
中心とした、打楽器による公演。
日時：	8月27日（月）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
演目：	山本和智「微笑する密度（新作初

演）」、S.ライヒ「木片の為の音楽」、
J.ケージ「居間の音楽」ほか

出演：	山口恭範、中谷満、福山直子、野
村文子、西岡まり子、西岡美衣子

料金：	一般3,000円／学生2,000円
		  ※当日券は各500円アップ
		  ※6月27日（水）より販売開始

主催・問合せ：Cosmo Projekt 実行委員会
　TEL：090-8795-9758（Cosmo Projekt 西岡）
　E-mail : ProjektCosmo@gmail.com

みみききプログラム

＃1 明倫レコード倶楽部
「喜怒哀楽のレコードの旅」
日時：
　［其ノ66］怒の会
　　9月1日（土）開場14:30 開演15:00
　［其ノ67］哀の会
　　12月1日（土）開場14:30 開演15:00
　［其ノ68］楽の会
　　2019年3月2日（土）
　　　開場13:30 開演14:00
料金：	500円（1ドリンク付）
講師：	いしいしんじ（作家）

#2 素謡の会「うたいろあはせ」
第2回
能楽の異なる流派の謡を聞きくらべます。
日時：	12月18日（火）
	 受付18:00 開場18:30 開演19:00
演目：〈観世流〉経正、〈金春流〉花月
出演：	林宗一郎、田茂井廣道、高橋忍、

山井綱雄、白坂信行
料金：	前売1,500円／当日1,800円

※みみききプログラム共通の半券割引が利
用できます

チ ケットぴ あ で 取 扱 い の チ ケット
は、電話、ぴあ窓口、コンビニエンス
ストア（セブン・イレブン、サークルＫサンクス）の
専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業
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FOCUS#1『キウチ芸術センター展』
（7/27－9/9）

『Tips』展
（6/1－7/16）

［関連企画］ギャラリーツアー

［関連企画］オープニングパーティー

KAC Performing Arts Program 2018 / Contemporary Theater
「Re-search & Re-direction： かかわりの技法」
シンポジウム「しらべの演技・演出のしらべ」

武田力「日常との憑依 －振る舞いに隠された『わたしたち』－」
リサーチ&ワークショップ

KAC Performing Arts Program 2018 / Contemporary Dance
フィリップ・ドゥクフレ ダンスワークショップ

武田力「日常との憑依 －振る舞いに隠された『わたしたち』－」
リサーチ&ワークショップ

［関連上演］250km圏内『地震の話』『暴想』

［明倫WS］シアターリミテ
「言葉のリズムがカラダに効く－響き合う群読政策編－」 ［明倫WS］MuDA「MuDA整体と運動」

［明倫WS］したため
「言葉にふりまわされてどんなところへ」

［明倫WS］コンブリ団
「近代文学を演劇に立体化してみる。」

［明倫WS］劇団飛び道具「劇をつくる」 ［明倫WS］京都造形芸術大学
舞台芸術研究センター

「舞台制作の秘密」
［明倫WS］京都造形芸術大学舞台芸術研究センター

「舞台を創るって？ レポート隊になって稽古場へ潜入しよう！」

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726 28 29 3130
mon frisun thu fri sat sunsunsatwed wed wed sat sunsatthu thusunfri fritue tuewedmon montue tue tuemon monthu

創作という行為は日常の中でなされ、その結果生ま
れたものが舞台に載せられる。一見当たり前のように
聞こえるが、客席／舞台という枠組みでひとたび作品
が上演されると、その当たり前が当たり前でなくなり、
日常／非日常という枠組みが安易に想定される。上演
内容の虚構度にかかわらず、「創作」というプロセスを
踏む限り「作品」は日常から逃れることができない。し
かし、dracom 演劇作品発表会「模様曲」は、そのよう
な枠組みを超えた、新たな視座を私にもたらした。
「遅刻してきた人がいる場合、入口が一箇所しかな

いので目立ちますが、暖かく受け入れてください」。作
演出の筒井潤による前説から、この作品は始まる。

白い壁を背に立っていた3人の俳優が舞台の中央に
現れ、一人つづ台詞を紡ぎ始める。「ぽっかりと空いた穴」

「目覚めの壁は鼻の先」「ひだまりにわだかまり」。一つの
台詞に一つの動きが割り当てられ、間を置きながら繰り出
される。雑な言い方をすると一発ギャグの連発のようであ
るのだが、その一つ一つの台詞や動きから生まれるインパ
クトを重視しているわけではなさそうだ（勿論少しは考慮され

ているだろうが）。現に、俳優の起こしたアクションが観客に
とってアクションにならない状態（いわゆる「滑っている」状態）

が続くのだが、どちらかというとその空気を味わうことが、
ここで生まれる面白さへの歩み寄りであるように思えた。

一つの物語を3人の俳優で演じるのではなく、一人の
俳優が一人の人物・一つのシチュエーションを担当し、演
じる。それぞれの人物・シチュエーションは別個のものであ
り、上演が進んでも基本的には他の俳優のシチュエーショ
ンを侵食しない。それぞれの俳優が演じるシチュエーショ
ンは、仕事場や自宅など、今ここではない時間と場所で
あった。しかし彼らは一連の台詞と動きを繰り出す行為を

dracom『模様曲』
5月22日（火）、23日（水）、30日（水）、31日（木）

OPA_Lab（大阪府摂津市）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　7 / 1 ▲ 7 / 31

日常からもう少し先

演劇

楠 海緒

通じて、この「模様曲」という作品の枠組みの中で、同時に
この場所に存在し、互いに関係しあっていた。

しばらくすると、入り口の扉が開き、おもむろに人が
入ってくる。カバンを下ろし、そのまますっと舞台空間
に馴染み、「飄 と々参加」と言いながら他の3人の俳優
と同質のパターンで演技を始める。この遅れてきた人
物のみ、台詞によって紡がれる人物のシチュエーション
と俳優の現在のシチュエーションが近く、役と俳優が同
じ現在の時間を過ごしているように見えた。一人加わっ
て4人になった俳優たちが、互いに関係したりしなかっ
たりしながら、上演は進んでいく。

舞台は暗転し、俳優は礼をし、観客は拍手をしたが、
遅れて入ってきた4人目の俳優の存在により、日常と舞
台の境界がとても曖昧であるように思えた。勿論、ブ
ラックボックスではないOPA_Labの部屋のような空間
も作用する。舞台上にあるのは、明らかに日常の範囲
を逸脱した人間の声・身体であるのだが、それが舞台
の中の虚構に収まるのではなく、日常の中にいる「そう
いうことをしている人たち」のようにみえてくる。非日常
ではなく、日常の拡大と言えるようなその時間は、静か
な滑稽さとともに、私の日常の中にも柔らかく続く。

（5月22日19:30の回を観劇）

くすのき みお／俳優●初めまして。京都で演劇をしたり、映画を観たり、
文章を書いたりしています。毎日暑くて日焼け止めがかかせません。
http://miokusunoki.tumblr.com/

本展は、加藤巧（1984年生）、西條茜（1989年生）、髙畑
紗依（1993年生）という20代から30代の若手作家を紹介し
た企画展である。いずれも関西の芸術系大学を卒業／
修了または在籍し、活動する3人である。

と行為、時間が、陶芸に独自の焼成という工程を経てまさ
に焼き固められ、リアリティをもって現前する。また、道具
の佇まいを持ちながら用途のはっきりしない陶の作品な
ど、その仕事は陶芸に対する問いを豊かに含んでいる。

大学院で版画領域に在籍する髙畑は、ギャラリー北に
展示した《ビューポイント》で、街の道路や建築物、木々
などのさまざまな風景の輪郭をトレースし、3色のカッ
ティングシートに細かく切り出して、2つの壁面にわたり
配置、再構成した。無数の風景の断片は、個別に私たち
の記憶を照らしながら、壁から天井にまで拡散する。異
なる視点を思わせる3色は、それぞれがレイヤーとなっ
て重なり補い合うようにして、複雑に揺らぐ都市のイメー
ジを浮かび上がらせる。都市を写し取る版画的手法を生
かしつつ、インスタレーションとして空間に展開すること
で、私たちの身体感覚に訴えかける表現となっている。

3人の作家は、絵画、陶芸、版画という異なる技法を
用い、表現の起点もそれぞれだが、各技法の本質的な
部分をとらえ、その根本を問うことから自らの表現手法
を編み出し、ひいては表現分野の枠組を押し広げていこ

うとする姿勢において共通している。愚直に自らの技法
と向き合いながら、今後も手法を変化させ、問いを深化
し、表現をさらに進化させていくであろう3人による、現
在進行形の勢いに満ちた展覧会だった。

  ギャラリー南における加藤の作品群は、一見すると、
水彩絵具による筆の運びとにじみを生かした色鮮やか
なドローイングである。しかし、例えば壁面の横長のパ
ネルに描かれた《stroke #1、#2》を間近に見ると、色と
りどりの点を微細な筆致で配置することで、遠目で水彩
に見えた色面が見事に再現されていることに気づく。加
藤が用いるのは卵テンペラという古典的な技法で、作品
はいずれも、加藤自身の即興的な水彩ドローイングを基
に、その見え方を詳細に観察、分析しながら画面に再構
成したものである。これを知るとき私たちの意識は、「描
かれた意味内容」にとどまらず、視覚や色彩、また緻密
な判断と作業の集積としての描く行為という、絵画の本
質部分にまで向かう。
  ギャラリー北では、床に置かれた巨大な脳みその形をし
た石の塊に目を奪われた。西條による《ルッベルトの頭》。
西條がオランダ滞在中に知ったヒエロニムス・ボスの絵画

《愚者の石の切除》から紐解いた奇怪な脳手術の史実と、
自身の体験を重ね合わせ、現地で拾い集めたという大量
の石を、大胆に焼き固めた作品だ。作家の現地での思考

『ニューミューテーション－変・進・深化』展
4月14日（土）－5月27日（日）
京都芸術センター ギャラリー北・南（京都市中京区）

技法の現在進行形
－絵画・陶芸・版画

美術

清澤暁子

きよさわ さとこ／京阪電車なにわ橋駅アートエリアB1事業担当●第21回シド
ニー・ビエンナーレを初めて見に行きました。工夫された会場配置とストレス
のない展示構成、なんと入場無料。国内芸術祭のフェスティバル感とは異な
る落ち着いた佇まい。初のアジア人芸術監督に森美術館の片岡真実さん。

図書室休室日：7月14日（土）－16日（月・祝）、31日（火）

祇園祭に伴う開館時間変更のお知らせ
期間：7月14日（土）－16日（月・祝）　開館時間：10:00－17:00

音楽の概念はすでに解体され、いつか記された音、
あるいは声は音響の綾へと放散しつつある。いま、音
楽の歴史はどこに？ ルネ・マルタンを音楽監督に擁し、
国内外の作曲家などとともに能と現代音楽の脱構築

（再興）を図る能×現代音楽アーティストの青木涼子と
弦楽四重奏団クァルテット・エクセルシオを唐招提寺
に迎えた、「ムジークフェストなら2018 VIA AETERNA 
NARA〜永遠の道〜」の公演『静寂〜Le Silence』は、
音楽史の現在の一端を示すプログラムとなった。講堂
の弥勒如来坐像はどのように聴いただろう。

金堂を支えるエンタシスの円柱を想わせる調性、そ
こから分岐するヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの旋律

ムジークフェストなら2018
VIA AETERNA NARA～永遠の道～

『静寂～Le Silence』
5月9日（水）

唐招提寺 講堂前（奈良県奈良市）

音楽史の失楽園より
～音と声の相聞を想う

音楽

F. アツミ

は古代ケルトへと遡るイングランド民謡の面影を奏で
る。弦楽四重奏曲《ファンタジー》（ハーバート・ハウエルズ

／1917年）は、冷たい夜風を潜ませた残響とともに悠久
の時空を感じさせる演奏となった。

ヴァイオリンの滑らかに滞留する放物線ではじまる
《謡と弦楽四重奏のためのハゴロモスイート》（馬場法

子／2017年）は、謡曲《羽衣》から想起されるサウンド・ス
ケープを描出したものだろうか。海辺の松風や衣擦れ、
鼓や笛を模した弦の擦音が場内をそよぐ木々の葉音に
折り重なるなか、金地に朱の三段水巻の舞扇を携えた
青木涼子の明晰にして幽玄な謡／舞が浮かぶ。ヴィオ
ラやチェロの緊張感のあるテヌートを地として、謡／舞
のあやうくも緩慢な揺らぎに幻想的な冴えを感じた。
《夜の響き、山の中より》（ステファーノ・ジェルヴァゾーニ／

2016年）では、演者の声は透徹したシュプレッヒ・ゲザング
（語る歌）と謡の間を往還する。2本のヴァイオリンが弓なりに
重なり描く掠れた持続音、ヴィオラに転写される声の旋律、
その合間を褶曲しながら惑うチェロの低音域。強度のある
弦の撥音は、頽落した語りと厳しく問いかける囁きの衝突
を時に刻む。西行法師とともに、「みるもうし いかにかすべ
き わがこころ」と謡う声、あるいは音。月明かりに照らされ
た美と真理に懊悩する表現者のモノローグを聴いた。

最後に、小説『クロイツェル・ソナタ』（レフ・トルストイ／

1899年）に着想を得た《弦楽四重奏曲 第１番》（レオシュ・

ヤナーチェク／1923年）。男女の諍いと狂躁をもって終える
本作品では、疾走感のある分散和音を背景に、ヴァイ
オリン、ヴィオラ、チェロの旋律が幾重にも絡み合う。そ
こから、本プログラムに秘められた音と声、そして謡の
物語を読みとる観客もいたことだろう。

2009年に京都賞を受賞したピエール・ブーレーズは、
『伝統音楽：失楽園？』（1967年）のなかでシュプレッヒ・
ゲザングとの類縁性から能への探究心を明らかにして
いた。微分音の彫琢とアルゴリズムによる合成を経て、
解析され、融合され、音楽史の失楽園を彷徨う音／声
は、能とともにどのような音像をとるのだろう。青木涼
子の謡／舞をとおして、音と声の相聞はいまも揺れて
いるのかもしれない。儚くも光輝を放つ羽衣のように。

F. アツミ（Art-Phil）／編集・批評●プレカリアートな日々、書くことの可能
性について考えています。『想起の音楽 表現・記憶・コミュニティ』（アサダ
ワタル著／水曜社）は音楽とコミュニティの現在を考えるうえで楽しみな一
冊かと。http://www.art-phil.com

撮影：ムジークフェストなら実行委員会

展示風景（ギャラリー北）　撮影：大島拓也
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京都文化力プロジェクト 2018

野外インスタレーション公募展
作品プラン募集

KAC Performing Arts Program 2018 / Contemporary Dance

フィリップ・ドゥクフレ ダンスワークショップ

TO P I C  03

TO P I C  02

ジャンルを越えて舞台芸術の表現を革新してきたドゥクフレによるワークショッ
プです。ダンサーやパフォーマーの皆さんにとって、スキルを磨き、ヒントや刺
激を得られる場となるのではないでしょうか。

當間芽（アートコーディネーター）

KAC Performing Arts Program 2018/ Contemporary Dance では、
フランスを代表するダンサー、振付家、演出家のフィリップ・ドゥクフレ
を招いてワークショップを開催します。

ダンスだけでなく現代サーカスやパントマイムのバッ
クグランドを持つドゥクフレは、1983年にカンパニー

「DCA」（Diversite:多様性 Camaraderie:友情 Agilite:身軽さ）を
創設し、世界中で高い評価を得ています。1992年のアル
ベールビルオリンピックでは開会式・閉会式の演出を務
め、サーカスとダンスを融合させたスタイルが話題を呼び
ました。映像作品の分野でも活躍しており、舞台作品にお
いても複数のメディアを駆使したスペクタクルあふれる演
出が特徴的です。

今回のワークショップでは、ダンサーとして活躍する方
やダンサーを目指す方はもちろん、演劇や音楽の分野で
活動する方々を対象に受講者を募集します。衣装や映像
等の視覚的に捉えられる「動き」をダンスの面白さとして演
出してきたドゥクフレによるワークショップを通して、さまざ
まな表現の可能性を探ります。

京都文化力プロジェクトは、２０２０年東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会等を契機として、日本の文化首都・京都を舞台

に行われる文化と芸術の祭典です。京都市、京都府、京都商工会議
所が実行委員会を立ち上げ、2016年度から事業を開始しています。3
年目となる今年度は「アーツアンドクラフツ」をテーマに、京都府下各
所で、多彩な事業が展開されます。

この京都文化力プロジェクトの今年度のリーディング事業として、国
内外のアーティストや建築家等から、野外に一時的に創出されるイン
スタレーション作品のプランを公募し、その中から選出したプランを、
制作補助費500万円を提供し実現していただきます。都市における空
間を大胆かつ想像力豊かに活用し、日常に楽しみと刺激を与える作品
プランで、京都のまちの新しい魅力を創造しませんか。

〈審査員〉 敬称略、順不同

安藤忠雄（建築家）

片岡真実（森美術館キュレーター）

建畠晢（京都芸術センター館長、多摩美術大学学長）　

〈賞〉 
・大賞 1点（制作補助費500 万円、作品展示）

・入選 3点（賞金5万円、プラン展示）

〈応募期間〉 
6月25日（月）－9月23日（日）〔必着〕

※持ち込み不可

フィリップ・ドゥクフレ（Philippe Decouflé）
1961年パリ生まれ。ダンサー、振付家。ヌーボーシルク（現代サーカス）やコンテンポラリー・
ダンス、パントマイムなどを基礎としたダンスや舞台芸術、パフォーマンスを創作。ニュー
ヨークのマース・カニンガムのダンスカンパニーなどで活躍後、フランスに戻り、1983年、
自分のダンスカンパニー「DCA」を設立。1992年のアルベールビルオリンピックでは開会式・閉会式の演出を
担当し、衣装デザイナー・造形美術家のフィリップ・ギヨテル（Philippe Guillotel）と組んで、サーカスとダンスを
融合させた幻想的な演出をしたことでも知られる。

Profile

KAC Performing Arts Program 2018 /
Contemporary Dance
フィリップ・ドゥクフレ ダンスワークショップ
日時： 7月10日（火）－7月12日（木）
 13:00－18:00
会場： 講堂
講師： フィリップ・ドゥクフレ、ジュリアン・フェラン

ティ、ヴィオレット・ワンティ
料金：［3日連続］一般10,000円／学生8,000円
　　　［1日単発］一般4,000円／学生3,000円
定員： 30名
  ※3日連続受験の方優先
  ※応募多数の場合選考を行います
締切：７月1日（日）
申込：ウェブサイトからお申込みください
※イベント情報（P2）もご覧ください

「DCA」公演情報

フィリップ・ドゥクフレ／DCA
「新作短編集（2017）－Nouvelles Pieces Courtes」

・ 6月29日（金）－7月1日（日）
 彩の国さいたま芸術劇場

・ 7月7日（土）、8日（日）
 北九州芸術劇場

・ 7月14日（土）、15日（日）
 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール

〈会場見学〉
会場となる旧・京都府立総合資料館の見学会を開催します。
ご希望の方は事前にお申込みください。
両日とも14時から事務局スタッフが会場を案内します。
その後は、時間まで自由に見学していただけます。
日時： 第１回 ７月22日（日）14:00－16:00
 第２回 ８月20日（月）14:00－16:00
集合： 旧京都府立総合資料館 東門前
 （京都府京都市左京区下鴨半木町１-４） ※駐車場はありません

受付開始：6月25日（月）10:00－
申込：ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に京都芸術

センターまでお申込みください。

〈展示〉
会期： 2019年2月16日（土）－3月17日（日）（予定）

 10:00－17:00 ※会期中無休

会場： 旧京都府立総合資料館 前庭

主催： 京都文化力プロジェクト実行委員会（京都府、京都市、

 京都商工会議所等）

企画・制作：京都芸術センター

※その他、応募の詳細は、京都文化力プロジェクトのウェブサイト
　（http://culture-project.kyoto/）をご確認ください。

©Charles Fréger

渡邉朋也《“Hello” from or for supermarkets》（2017）
撮影：山中慎太郎（Qsyum!）
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

夏休み企画展『感覚のあそび場
─岩崎貴宏×久門剛史』

展覧会カタログ
2016年7月26日－9月11日

定価 500円（税込）


